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昨年 �月に，情報理論とその応用学会の副会長に

就任し，現在，�年目の副会長職を務めている．昨年

度，編集理事から若い研究者向けに何か研究経験や

教訓のようなことを書いて欲しいと頼まれていたが，

筆が進まないまま �年目となってしまった．今年度

になり，改めて新しい編集理事より，何か副会長と

して挨拶文を書いて欲しいと依頼され，この文を書

くことになった．執筆にあたり，自分の研究経歴を

振り返ってみると，丁度 ��� の歴史とほぼ重なっ

ており，私の研究歴に ��� が重要な役割を果たし

て来たことを改めて認識することになった．

����年 �月に大学院修士課程に入り，情報理論の

研究を始めてから，この �月で丁度 ��年になる．私

が大学院生だった頃と現在の研究環境を比べると，

国内外における「情報理論の研究発表の場」が少な

かったことが一番大きな違いであろう．���� 年代

は，日本では情報理論の研究成果を発表する場がほ

とんどないというひどい状況であった．この情報理

論の暗黒時代を改善するために，先輩諸氏の熱意と

努力によって，情報理論とその応用研究会 	情報理論

とその応用シンポジウムの前身
が ����年に発足し

た経緯などが，既にいろいろな人によって語り継が

れているが，ここでは，私の研究の思い出と共に情

報理論に関連する学会の変化を振り返って見たいと

思う．
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	�
情報理論とその応用学会

私が博士課程 � 年生であった ����年ときに，第

�回情報理論とその応用研究会が神戸で開催された．

あいにく私にはその開催案内が届かず，参加するこ

とができなかったが，翌年の第 �回情報理論とその

応用研究会 	京都
 で発表 ���して以来，長期海外出

張中だった第 ��回 	犬山
を除いて，全ての ���に

参加している．	参加できなかった第 �回第 ��回の

ものを含めて，私の研究室では ��� の予稿集が全

て揃っている．
当時の原稿は，��どころかワープ

ロさえなかった時代のため，全て手書き原稿であっ

た．過去の原稿を見てみると，����年ごろからワー

プロを使うようになっている．

����年 ��月に情報理論とその応用学会が設立さ

れたのに伴い，情報理論とその応用研究会は，情報

理論とその応用シンポジウム 	���
 と呼ばれるよ

うになった．また，学会設立の �年後である ����年

に，���� が初めてハワイで開催された．この第 �

回の ���� に参加したが ���，���� は海外で開催

されるため，���のようにほぼ皆勤という分けには

いかず，私の参加は，ほぼ半分ぐらいにとどまって

いる．

　　

	�
電子情報通信学会 	����年までは電子通信学会


私が大学院生時代は，情報理論研究会が存在せず，

私が初めて情報理論の研究成果を発表したのは「通

信方式研究会」であった ���．実用的な研究発表ばか

りの中で，ただ一人理論的な発表を行い，聴講者が

「場違いな発表」という感じで聞いていたのを今でも

記憶している．電子通信学会で，情報理論研究会が

復活したのは ���� 年ごろである．既に情報理論と

その応用研究会が毎年開催されていたとは言え，情

報理論研究会がほぼ �� �ヶ月に �度開催されるよう

になり，情報理論研究の発表の場が広がった．

論文誌に関しては，私が大学院生だったころは，和

文論文誌が中心的であった．電子通信学会の英文論

文誌は，既に ����年から発行されており，私も ����

年に論文 ��� を発表したが，国内でも英文論文誌を

購入している人はかなり少ない状況であり，海外で

はほとんど知られていなかった．����年から ���

特集号が毎年企画されることになり，このころから

英文論文誌への情報理論関係の投稿も増加し，英文

論文誌もよく知られるようになった．なお，当初の

英文論文誌は �～�に分かれておらず全体で �冊で

あった．�～�の分冊に分かれたのは，����年から

である．

電子通信学会の全国大会は，���が開かれる以前

には，情報理論の数少ない研究発表の場の一つであっ

た．しかし，全国大会は，発表時間も予稿のページ

数も少なかったため，���が開催されるようになっ

てからは，私はほとんど参加しなくなってしまった．

　　

	�
 ���� � ����� !

���� � ����� ! は，���� 年までは ���� �

"#�$% として活動しており，"#�$% から ����� ! に

改組されたのは，���� の ����� ! の中でもっとも

遅かった．����年までは �ヶ月に �回奇数月発行で

あったが，発表論文数の増加により，����年から毎

月発行になった．

���� ���	�& �#&' ��&'( �!)%�*�$) �& �&+�#,

)' ��& -��#!
は，����年までは ���年に �回 	�

年に � 回
 の開催であったが，���� 年から毎年の

開催となった．今年の ������� からは，予稿は �

ページで ��,./0として出版されるようであるが，

���1�� までは 2#����3�&"*には数行のアブストラ

クトが載るだけで，2#����3�&"*を読んでも研究内容

はほとんど分からない状況であった．予稿が１ペー

ジ掲載されるようになったのは，ハンガリーで開催

された ���1��からである．

　　

上記のような学会の変化以外に，インターネット

の普及も研究環境の大きな変化である．私の大学院

生時代は，インターネットもなく，また ���� ���

への参加者も多くはなかったため，海外の研究成果

を迅速に知るのは，なかなか難しい状況であった．

博士課程では，多端子情報理論の研究を行っていた

が，�年生のときに �(�%�'&,��(+システムのレート

歪み理論への拡張を行い，達成可能領域の内界と外

界を導出していた．当時は，第１回 ��� が開催さ

れる直前ころであったが，東京地区でも有志による
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情報理論の私的な研究会が始まったところであった．

私が，それらの成果を意気揚々とその研究会で初め

て紹介したところ，韓太舜氏より，ほぼ同じ成果が

既に ���1�����および ���1�����で発表されている

と知らされショックを受けた．	なお，この成果の一

部は，さらに独立に成果を出していた��(+�4� 5が

加わり，� 人の共著として，���� � #'&*� に掲

載されている ���．
 しかし，私の努力は無駄にはな

らず，リモート情報源 	ノイズを伴う情報源の観測

値
を �(�%�'&,��(+システムを用いて符号化する場

合に，研究成果を拡張することができた ���．

他の研究者との競合としては，	�� �� �
ランプ型秘

密分散法に関する研究でも苦い経験がある．�('6(�!

と 0�'3�4*が，�.72/’��で発表した方式 ���

と私が和文論文誌 ���で発表した方式は，	解析内容

は全く異なるものの
 同じ符号化法であった．私の

論文が掲載されたのは ����年の � 月号であったた

め，����年の �月に開催された �.72/1��より

１年遅れの発表であるように思われているが，����

年 �月にほぼ同じ内容を情報理論研究会で報告して

いる ����．さらに，ランプ型を用いるとレートが小

さくできるというアイデアは，���1��で発表して

いた ����．これに対して，�%#�&"�#の 8���シリー

ズとして �.72/1�� の予稿集が発行されたのは

����年である．このように，時期的にも遅れずに全

く独立に出したアイデアであったが，日本語の論文

であったため，海外ではほとんど評価されていない．

他の研究者との競合に関する �つの苦い経験を書

いたが，半分苦く半分は清々しい思いをした経験が

ある．最初に書いたように，����年に電子情報通信

学会の英文論文誌に論文 ���を発表したが，当時の電

子通信学会の英文論文誌は海外の研究者にはほとん

ど読まれていなかった．その結果，この論文の内容

とかなりオーバラップした論文を ����年に 9(!&&

と :#'!が ���� � #'&*�に発表した．����年に

� '&+�#3大学を訪問したときに，:#'!に我々の論文

を渡し，こちらの研究内容を詳しく説明した．その

後しばらくして，我々の論文が先に結果を導出して

いたという訂正 ���� を投稿したという連絡が :#'!

から届いた．サーキュレーションの悪い論文誌に発

表したことを後悔していたが，彼らのフェア精神に

は，清々しい思いを感じた．

上記の体験は

�� 国内外の研究情報を収集することの重要さ

�� 論文を英語で書くことの重要さ

�� サーキュレーションのよい論文誌へ発表す

ることの重要さ

�� 競合研究者の研究内容をファアに取り扱う

ことの重要さ

�� 実が結ばなかった研究も，努力により次の

発展に役立つ．

などの教訓を私に与え，その後の研究姿勢をよい方

向に導いてくれた．

上記のような経験をした私の若いころと比べて，

現在は，インターネットが発達し，情報理論関連の国

際シンポジウム;ワークショップも増え，電子情報通

信学会の英文論文誌も海外の研究者によく読まれる

ようになっている．その結果，海外の研究情報を得

たり，海外に研究内容を発信することも比較的容易

になっている．しかし，その一方で，情報理論分野

の研究者が増加し，研究の競争がよりシビアになっ

て来ている．人は得てして楽な道を選びがちになる

が，将来に悔いが残らないように，若い研究者はよ

り高い目標にチャレンジして欲しい．

本学会が主催する ���や ����は，研究内容を

発表するよい機会であり，論文誌を発行していない

本学会にとって，電子情報通信学会の英文論文誌が

その役割を果たして来ている．また，情報理論とそ

の応用学会は，���� �&+�#)' ��& -��#! ����� !

と，より一層の協力体制を築いていく話が進んでい

る．しかし，協力体制が出来上がっても，実態がなけ

れば意味がない．逆に，���の会員が多数，����

��� や ���� � #'&*� に多数研究成果を発表し

ているという実態があれば，協力体制は自然と追随

していくことになろう．若い研究者は電子情報通信

学会の英文論文誌に発表することだけで満足せず，

���� ���や ���� � #'&*�などにも積極的に挑

戦して投稿を行って欲しいと思う．

残り �年の任期であるが，副会長として，����と

�



の協力体制作りやさまざまな学会の運営に少しでも

貢献し，若手研究者を始めとする ��� 会員に役に

たてるように努力したいと思っている．
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名誉会員あいさつ

― 情報理論の文化人類学的問題への応用に関する話題 ―

古賀利郎 	九州大学名誉教授


古賀利郎 	九州大学名誉教授


� はじめに

およそ学会と名のつくものには，非科学的かつ権

威主義的な，はて何だろうと首をかしげたくなるよ

うなもの，単に職業的な分科会の縦割り集団で動き

のにぶいものなどいろいろあります．しかし，「情報

理論とその応用学会」は，偏見や権威主義に捉われ

ない，ますます発展が期待される，若い活火山のよ

うに活発な学会であり，それを支えるマグマのよう

な人たちの存在によって成り立つものです．

このたび，このような学会の名誉会員に選ばれま

したことは，無上の喜びでありますと同時に，精神的

に新たな活力を吹き込まれたと感じる次第です．こ

の場をお借りして，皆さまに心から感謝いたします．

私は，すでに定年を迎え，慣習によって現役を退

きました．これは，誰しもいつかは迎える宿命です

が，私自身は，至って楽天的に受け止めております．

ちなみに，古代ローマの代表的知性人キケロは，「老

境について」という著書において，老境の楽しさを

力説しています．ここで，年老いても研究者を勇気

づけてくれるキケロの現代版を紹介しましょう．

ノーベル賞を受けた大脳生理学者 <�-& �� ��,

�(�*は，��歳にして，=�4  -� ��89 ��& #�(* � *

�.���を著しております．これは，いわば，究極の

人工知能，あるいは人間機械論に係わる深奥な問題

の解明への飽くなき執念の現れだと思われます．
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私事となりますが，知的好奇心は一向に衰えず，趣

味を楽しむ傍ら，いろいろの科学的問題について，少

し視野を広げて思索を行っております．その中には

情報理論に深く関わる問題があります．以下，その

一端を述べさせていただきたいと思います．

� 思索の動機ならびに問題の提起

日本人のルーツについて知りたいという動機から，

�年あまり前，古代史の学習を始めました．しかし，

考古学者の多くは，魏志倭人伝のあまり科学的でな

い解釈論争に，侃々諤々，明け暮れる現状です．そ

の大きな原因は，日本列島に定住したものの，����

年あまり前，独自の文字を持たなかった古代日本の

悲しい事情にあると考えられます．

また，日本語を母語 	)� -�#  �&"$�� &' �>� ('&,

"$'"�
 として育った人の，右脳，左脳の使い方が，

他の外国語を母語とする人たちと異なるという驚く

べき事実が，角田忠信氏によって発見されています．

この特性は，言語環境に依存した後天的なものであっ

て，日本人の多くが虫の音，風の音にも感傷を覚え

るという繊細さをもつ反面，欧米流の理屈っぽい議

論には疲れやすく，感情的になりやすいという厄介

さをもつものです．それが何に起因するのか，まず，

比較言語学的に何か特殊の事情があるのではないか

と疑問を懐き，パズルのような興味を覚え，この文

化人類学的問題について考えはじめた次第です．

� 問題の背景と情報理論的アプローチの可

能性

周知のように，地球上には夥しい数の互いに異な

る言語が存在します．それぞれの言語の意味論 	*�,

)'& ��*
 および構文論 	*!& '� ��*
 的な研究から，

各言語のルーツを追求する比較言語学が発達し，イン

ド・ヨーロッパ語族，その他，多くの語族の存在が明

らかになりました．さらに，言語だけでなく，コミュ

ニケーションに使用される象形文字，絵画など，一般

的な記号 	*!)?�(*
を，統一的に研究の対象とする

記号論 	*��)�� ��*
 が，��世紀初頭に，9�#3�&'&3

3� �'$**$#�と �-'#(�* �� 2��#��によって創始され

ています．

���� 年，�('$3� �� �-'&&�& の大論文が発表さ

れ，その画期的な意義を，翌 ����年，�'##�& ��'>�#

が下記の三つのレベルから論じています．すなわち，

コミュニケーション・システムに係わる問題として，

	�
 コミュニケーションに使用する記号 	*!)?�(*


を技術的にいかに正確に伝送できるか，	�
 送信さ

れる記号に意味論的内容をいかに精細に盛り込み得

るか，（�）受信者が了解する意味がいかに旨く送信

者の意図に合致するか，について考察しています．

��'>�#は，結論として，問題 	�
� 	�
� 	�
のい

ずれについても，�-'&&�&の数学的理論が基本的に

重要な役割をもつことを主張しています．問題 	�


は，まさに �-'&&�& が解明したものであり，	�
�

	�
は，言語学における意味論，構文論，さらに，論

理学，心理学，認識論に深く係わるものです．

記号論 	*��)�� ��*
 が，元来，コミュニケーショ

ンの根本をなすものであり，��'>�#が提示した問題

	�
� 	�
が記号論と同じ範疇 	�' �"�#!
に属するこ

とを考慮し，��'>�#の見解を敷衍しますと，記号論

に対して情報理論的アプローチの可能であることが

言えます．

� 進化論ならびに脳科学の立場から見た問

題の背景

ここで，視点を変えて，ヒト 	-�)� *'%��&*� 4�*�

)'&
の進化 	�>�($ ��&
と言語機能の発達によるコ

ミュニケーションとの絶対不可分の関係について述

べなければなりません．

われわれ人間，つまりヒト科の生物進化におい

て，コミュニケーションがいかに重要な役割を果た

したかは，著名な科学者 8�=�"?�&の，9#�) �'>�

2'�& �&"  � ��)�� � #�%@ � �'(��3�*��%� �+ =$,

)'& ��))$&��' ��&	����
と題する啓蒙書で十分

に解説されていることに触れるにとどめます．

生物進化の原理は，周知のように，�-'#(�* �'#,

4�& の画期的な大著 /#�"�& �+ �%����* 	����
 にお

いて明らかにされましたが，神学と医学を専攻した

�



�'#4�& 自身は，創世記に配慮してか，ヒト科の進

化に関しては末尾の �，�行に触れただけでした．ヒ

トの進化については，��世紀前半における第一級の

考古学者 A� :�#3�& �-�(3� が，象徴的な題名の著

0'& )'6�* =�)*�(+ 	����
において，考古学や古生

物学の成果から，帰納的に，つぎのようなヒトの進

化の法則とも言えることを明らかにしています．す

なわち，ヒトの進化は，他の生物種と異なり，もっ

ぱら脳の進化によるもので，=�"?�& が叙述してい

るように，社会を造りながら言語体系と文字・数や

絵画，その他，種々の記号を創造することによって，

生存に不可欠なコミュニケーションおよび文化の創

造を可能にし，自然に適応してきたことによるとの

こと．

ちなみに，石器時代まで生存したネアンデルター

ル原人や北京原人はなぜ絶滅したか．それは，生理

学的に口腔と声帯の形態・配置が，音声機能をさら

に進化させるのに適当でなく，何らかの災害に適応

できなかったことによることが，つい最近解明され

ているようです．

�-�(3�の説は，半世紀後，大脳生理学の立場から，

���(�*の大著 �>�($ ��& �+  -� �#'�&@ �#�' ��& �+

 -� ��(+ 	����
などにおいて立証されています．

脳科学によれば，ヒトの精神活動は，脳の基本単

位であるニューロン 	神経細胞
で構成された複雑な

グラフ構造をもつ神経回路によって行われます．回

路は，ニューロンの興奮により発生される活動電位，

つまり電気的パルスが，シナプス結合された隣接の

ニューロンへ一方向的に逐次に伝播されるというメ

カニズムを持っています．

文字を読んだり，言葉を聞いたり，話しをすると

き，眼や耳から入る視覚的刺激や聴覚的刺激，つま

り視覚情報や言語情報は，パルスに変換され，神経

回路を経由して，一般に脳の左半球の側頭葉にある

聴覚野や，後頭葉の後部に分布する言語野のニュー

ロンの活動を活発にします．さらに，思考を交えな

がら会話をすると，前頭葉にまで分布する広範な部

位の活動が高まることが知られています．

ここで，重要なことは，言語機能を司る神経回路

が，ヒトの成長期のある期間に，母語を繰り返し聞

き・発声する，一種の訓練によって，自己組織的に作

られるということです．これは，脳神経回路の発達

が，言語機能の獲得と表裏一体の確率過程であるこ

とを意味します．さらに一般的に，ヒトの精神活動

における思考，記憶，情操などの機能の優劣は，脳神

経回路の発達の程度に依存するもので，その発達も

やはり，上述と同様，母語にもとづく後天的な訓練・

学習の持続によってできる自己組織的なものだと言

われます．特に，前頭葉の活動は，創造性，情操，意

思の強さなど，知・情・意に係わるもので，この領域

の神経回路の十分な発達は，幼児期から成長期にお

いてのみ可能であるとのことです．

以上の所論を総合し，言語活動に係わる情報源が

エルゴード的であるとすれば，脳の神経系に対し，

�-'&&�& の理論が適用できることは明白でしょう．

その際，�-'&&�&のコミュニケーション・システム

のダイヤグラムと，記号 	*!)?�(*
，情報源 	�&+�#,

)' ��& *�$#��
，変換器 	 #'&*3$��#� �&��3�#
，信

号 	*�"&'(
，情報路 	�-'&&�(
が，それぞれ何に対応

するかは言うまでもないでしょう．ただし，雑音源

	&��*� *�$#��
は，活動電位のパルス性とシナプス結

合の閾値性とにより，無視することができます．

なお，�-'&&�&のダイヤグラムの出力端にある，目

的 	3�* �&' ��&
と名づけられた暗箱 	?('�6 ?�B
を

明確に説明することは，心 	)�&3
，自我 	*�(+
の問題

の解明と係わっており，���(�*の研究や，.�"�# 2�&,

#�*�の著，�=��/�� /9 =� 0���@ � ��'#�-

+�#  -� 0�**�&" ����&�� �+ ��&*���$*&�** 	����
な

どを参照すれば，極めて困難なことが推測できます．

しかし，この問題は，はじめに掲げた右脳・左脳の

問題とは次元が異なり，本質的には関係ないと考え

られます．

� 問題の解決に対する予想

前節までの所説から，同じヒト科に属する日本人

と外国人との人間形成における相異点は，主として

母語の相異に起因することが分かります．したがっ

て，自己組織系である脳神経回路の形成に対し母語

の及ぼす効果が大きな問題となります．

�



実は，�-'&&�& の論文の，第 �部，� 節および �

節に，英文を作ることを，アルファベット ��文字に

スペースをつけ加えた集合上の0'#6�>遷移と考え，

英語への確率論的なアプローチに関する興味深い研

究がまとめられています．しかし，この研究は言語

学的にはほとんど評価されず，忘れられているよう

です．

この研究の動機は不詳ですが，戦時中，�-'&&�&

が暗号解読の研究にたずさわったことにあるように

思われます．ちなみに，ナチスの暗号 ���:0� を

解読し，対ナチス戦を勝利に導いたあの�('& $#�&"

は，�-'&&�&と好一対の存在であったことが知られ

ています．

上述の �-'&&�&と同様のやり方で，アルファベッ

トを国際発音記号 	%-�&� �� *!)?�(*
 で置き換え，

ある特定の国の口語テキストを音読したとき，生成

される発音記号の時系列が作る0'#6�>過程に対し，

�重遷移確率 	� C �� �� �� � � �
，したがって，音韻的

情報源の確率的表現や情報源のエントロピーを求め

ることができ，�-'&&�&の理論が適用できます．

このとき，口語テキストを読んで発声される音声

は，聴覚器官の１次聴ニューロンを刺激し，発生し

たパルス列（符号化された信号）が脳の神経回路へ

送られ，その結果，聴覚野のいくつかの部位か活性

化されます．結局，聴覚野・言語野を統合する自我

	*�(+
 または心 	)�&3
 が，3�* �&' ��& として，受

信パルス列が担う情報を，母語で表現された言語と

して即時に理解する訳です．したがって，伝送路容

量を求めることさえできれば，上述により，脳の活

動に及ぼす母語の相異の影響を，情報理論的に解明

できることとなります．

上述のパルス列の構造と母語との対応関係を，い

くつかの相異なる言語に対して解明することは，暗

号解読の問題と同じ範疇の数学的問題であると思わ

れます．

他方，細胞分裂による生物の組織形成など，自己組

織系としてのパターン形成のメカニズムは数学的に

解明できるという主張が存在します．すなわち，=�#,

)'&& ='6�&によって創始された複雑系に対するシ

ナジェテックス 	�!&�#"� ��*
や，�('$* 0'�&5�#の

著-�&6�&" �& ��)%(�B� !@ -� ��)%(�B �!&'),

��* �+ 0'  �#� 0�&3� '&3 0'&6�&3 	�#3 �3������


などです．それらの見解をわれわれの問題に適用す

ると，つぎのように結論できます．

「脳の神経細胞の分裂・増殖などによる神経回路の

自己組織化の模様（空間的パターン）の変化・形成

は，それを表現する非線形微分方程式系の解が，時

間的に変動する外部刺激に依存して，不安定になり

分岐現象を起こすためで，不連続的に変化し得る．」

このことを，われわれのシナリオに翻訳すれば，「神

経回路の成長の過程において母語が異なれば，聴覚

的刺激の特性に差異を生じ，その影響で，自己組織

系として形成される神経回路のグラフ構造が異なり

得る．つまり，言語環境により右脳・左脳の使い分

けにちがいが起こり得る．」

� むすび

以上，文化人類学的な問題への情報理論的アプロー

チの可能性について述べました．日本の現状を眺め

ていますと，知らず知らずそのような問題に眼を向

けている自分に気づきます．情報理論の発展には，

当然のことながら，基礎数学の発展および応用のた

めの素養が重要です．大学は変革の時期を迎えてい

ますが，実利に走りすぎて基礎研究が軽視されるこ

とのないよう願い，皆さまの国際的なご活躍を祈っ

て，私の話を終わります．
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����年 ����奨励賞受賞者あいさつ

高橋勇人 	東京工業大学
，西新幹彦 	電気通信大学
，松井一 	豊田工業大学


高橋勇人 	東京工業大学


奨励賞の受賞は大変嬉しく思います．今回受賞し

た論文 D�& �B �&*��& �+ �5$)',=��E3�&" �&�F$'(,

� ��* '&3 � * '%%(��' ��&  � '& '&'(!*�* +�# #'&3�),

�5�3 (��'( *�'#�- '("�#� -)*Gは私が東京工業大学に

ポスドクとして採用されてから研究したものです．

この論文では 0'#6�>過程の平均の近似（疑似平均

と呼ぶ）とそれに関する大偏差確率を研究していま

す．疑似平均はもともとは渡辺治教授（東工大）ら

のグループが 8�2�の復号化アルゴリズムの解析を

する過程で '3 -�� に導入したものですが，数値実

験により近似の精度が良いことが示されていました．

今回の論文はそれらの現象を一般化し理論的に解明

する過程で得られた結果を発表したものです．また

�5$)',=��E3�&"不等式は組み合わせ論的な問題を

調べる際によく使われており，私自身も巡回セール

スマン問題の解析に用いています．

上記以外にも乱数，��()�"�#�> ��)%(�B� !� ユニ

バーサル符号，*$%�# �Æ���&�! の問題，低エントロ

ピー系列などに関連する問題に強い関心を持ってい

ます．最近では �'!�*統計の考えを用いて 0'# �&,

8H�+ による乱数の定義をパラメトリックなモデルに

拡張する研究をしています．

現在求職中ですのでどうかよろしく御願いいたし

ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西新幹彦 	電気通信大学


このたびは ���奨励賞を頂戴し，大変光栄です．

受賞した論文のタイトルは「ポアソン過程に従って

シンボルを出力する情報源の符号化について」です．

私は現在，電気通信大学の森田先生のもとで助手を

務めさせていただいていますが，この研究は森田研究

室の研究テーマを従来からの自分自身の視点で眺め

ることによって着想を得たものです．その研究テー

マとはビデオデータの伝送です．サーバーに蓄えら

れた映像やカメラで撮影中の映像をネットワークを

通じて効率よく伝送させることが目的です．特にカ

メラで撮影中の映像を伝送するときには，伝達の遅

延を小さくすることも重要な目的のひとつです．

そのような中で私は，符号化に起因する遅延の発

生に興味を持ちました．符号化で遅延が発生する理

由はバッファの存在です．たとえばブロック符号化

においては入力バッファが存在しますし，逐次符号

においても符号器の内部状態が一種のバッファとし

て機能しています．そしてバッファを大きくするこ

とにより，符号化の効率をよくすることができる反

面，遅延をも増大させてしまいます．この現象を詳

しく知るために，これまでいくつかのアイデアで問

題を定式化して研究を行いました．入力系列と出力

系列それぞれの語頭関係に基づいて逐次符号を定義

して符号化レートを議論したり，遅延が有界である

ようなブロック符号の符号化レートの下限を求めた

りしました．

それまでの定式化が遅延と符号化レートのトレー

ドオフに関する漸近論であったのに対し，受賞した

�



研究では，バッファをなくすことによって符号化に

起因する遅延を排除することを考えました．そのよ

うに考えると，シンボルあたりの符号語長で定義さ

れた符号化レートという概念では現象を捕らえづら

いことがわかりました．すなわち，入力の総和と出

力の総和を対比させることではなく，ひとつひとつ

のシンボルの符号化のタイミングが重要なのです．

特に，符号語が送信中でない時刻があるということ

を想定する必要があります．そこで，符号シンボル

をひとつ送信するのにかかる時間の逆数を伝送レー

トとして定義し，定式化に用いました．また，符号

語を送信中に次のシンボルが発生する場合もありま

す．出力バッファを用意しておいてそこに符号語を

ためておくという考え方もありますが，これは遅延

を増大させてしまいます．この研究ではこのような

場合，出力バッファを用いずに誤りとして処理しま

す．したがって問題の定式化としては，与えられた

伝送レートのもとで，どのくらい誤りを少なくでき

るかという点に注目します．そして，その背後にあ

る重要な考え方は，これが符号化による遅延を最小

にする方法であるという点です．

このような考え方に従うと，情報源から出力され

るシンボルのタイミングが誤り確率に影響します．

もし，シンボルが一定間隔で出力されるならば，誤

りの事象は符号語長だけで決定することから，問題

は固定長符号化に帰着されます．本研究の視点が活

かされるのは，シンボルの間隔が不定期である場合

です．受賞した論文では，不定期な間隔を与えるも

のとしてポアソン過程を考え，誤りを最小にする理

想符号語長を求めました．

計算に用いた手法はラグランジュ乗数法そのもの

で，難しい点はありません．しかし，結果として出

てきたものは非常に興味深いものです．すなわち，

誤りを最小にする符号化は，よく知られるエントロ

ピー符号化とは異なるということが分かりました．

しかも，伝送レートを無限大にしたときに限り，エ

ントロピー符号化に一致するという性質も持ってい

ました．

このような研究に対し奨励賞をいただけるという

ことは，複数の意味でうれしく思います．まず，難

しい計算や手間のかかる実験をしていないにもかか

わらず評価されたという点です．したがって，問題

設定や結果が評価されたのだと思っています．問題

設定については，多くの研究者が取り組んでいるも

のではなく，私が数年来考えてきた中で苦心してた

どり着いた定式化です．また，結果についても，非

常に興味深い特徴に惹きつけられています．

私の研究に対し，奨励賞をいただき，本当にあり

がとうございました．私が苦心した点，私が興味深

いと思った点をそのまま評価していただいたと思っ

ていますので，まさに「奨励」された気分です．今

回の受賞を単なる「幸運」で終わらせないよう，実

力のある研究者を目指して今後も精進していこうと

思っております．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松井一 	豊田工業大学


このたび，���奨励賞をいただき，����年の講演

を評価して下さって大変光栄に思います．評価と同

時に，もっと頑張れという励ましと受け止めており

ます．今後も引き続き皆様方の叱咤激励をお願いし

ます．

私は ���� 年湯沢の ��� で初めてこの学会に参

加しました．新潟県出身の私にとって地元の近くで

もありました．私は名古屋大の博士課程で数学を専

攻しており，最初に参加したときは名大卒業後 ��月

に今の豊田工業大の 2� 研究員になったばかりで，

この分野の右も左もわからない状況でした．���

と数学の学会の規模が同程度と感じ，工学の一分野

である情報理論の学会がこれほど大きいことを知り

驚きました．その後，同大助手になり，前回 ����年

の ��� まで毎回参加しております．年にいくつか

参加する学会のうち，私の中で ��� は毎年恒例の

�



中心的な学会になりました．

私が主に参加する符号理論のセッションだけでも，

発表内容の傾向が数年単位で変わっていくように思

います．にもかかわらず私は ���� 年に初めて発表

して以来，一貫して代数曲線符号の復号法について

話してきました．ここしばらくは直接関係する講演

がどちらかといえば減っているように感じることも

あります．しかしながら，今回奨励賞をいただいた

ことで，私のような少数派の研究も会員の皆様は注

目しているということ，および評価していただける

ことを実感いたしました．今後も，時流に沿った研

究をすることはもちろんですが，それだけではなく

思考の赴くままに深く掘り下げる研究をしていきた

いと考えております．

私の専門である誤り訂正符号，特に代数曲線符号

の話をします．奨励賞は ����年の ��� における

講演 D�0�アルゴリズムを行うシストリックアレー

の小型回路構成法G に対していただきました．この

研究では，代数曲線符号の復号に用いるシストリッ

クアレーは大きさの調節ができるということを示し

ました．このシストリックアレーは高速復号を目指

した方向性ですが，これとは逆に，回路規模を抑える

方向の研究も現在進めております．これが完成すれ

ば，受賞対象となった研究と合わせて，シストリッ

クアレーから .��3,��(�)�& 符号と同程度規模の回

路まで，システムの要請に幅広く対応できるアーキ

テクチャができることになります．このように，代

数曲線符号の復号は一見複雑のようで，実は .��3,

��(�)�& 符号の場合を自然に拡張できる，制御しや

すい柔軟な面も併せ持っていることを感じておりま

す．こうして復号器については一応の完成を見つつ

あり，今後は符号器について，また符号器;復号器の

統合と全体について研究する予定です．

最後に，今まで私の研究を支援してくださった情

報理論とその応用学会の皆様，また符号理論の研究

者の方々に深く感謝いたします．ありがとうござい

ました．今後も有意義な交流を深め，よりいっそう

努力してよい仕事をし，この分野を盛り上げること

ができるよう頑張ります．

第 ��回情報理論とその応用シンポジウム ��������	
開催報告

平田康夫 	����研究所


平田康夫 	����研究所


�������は，日本 � 名泉の一つに数えられてい

る岐阜県下呂温泉において，����年 ��月 ��日から

��日の �日間開催しました．会場となった水明館は

高級旅館として名が通っており，近隣の方々によれ

ば一度は泊まってみたい宿とのことです．��� の

理事会を開催した石橋 	しゃっきょう
の間には本格

的な能舞台もあり，そこに広がる常緑の芝生の上で

はお茶会も開かれるという，雅やかな趣のある宿で

した．一般講演の開催された部屋の何気ないドアノ

ブにも人間国宝の陶器を使っているなど，文化的な

面のみならず，芸術的な面でも美術館のようなとこ

ろで開催させていただきました．もちろん，���に

なくてはならない大温泉浴場が３箇所もあり，セッ

ション後の快い疲れ，毎夜どこかで密かにまた派手

に開催されていた数々の宴の後の余韻を，さらに心

地良く味わっていただけたのではないかと思ってい

ます．　

�������には，スタッフを除いて ���名の方々

に参加いただきました．学生さんが ���名，名誉会

員を含んだ一般会員の方が ���名，非会員の方が ��

��



名でした．

初日の �� 日には，電子情報通信学会による若手

研究者のための招待講演会が開催されたこともあり，

受付けは大賑わいとなりました．名古屋大学　片山

先生の秘書さんとそのお友達や，���初代事務局の

小林さん 	旧姓：余語さん
 にもお手伝いいただき，

美人揃いの受付け嬢が対応するという，今までにな

く華やかな受付となりました．また，受付での混雑

を避けるために，予稿集の受け渡し場所を別室に設

け，いかに早く目的のペーパーバッグを見つけてお

渡しするか，リハーサルまで行った実行委員の先生

方には頭が下がります．

夕方に開催されたオープニングパーティーには，

大勢の方に参加いただきました．水明館の料理，特

に評判が良かった飛騨牛のローストビーフ等，心行

くまで楽しんでいただけたのではないかと感じてい

ます．

さて，シンポジウムのメインとなる一般講演は，��

日よりパラレルに �会場で，計 ��のセッションが開

催され，���件の論文発表が行われました．当初の

予想を上回る発表件数は，���のシンポジウムが情

報理論とその応用に関する研究の中心的存在であり，

特に，学生を含めた若手研究者に研究交流の場を提

供していることを物語っていると思われます．

学生スタッフの皆さんは，自身の発表がありなが

らも，講師補助や機材の準備などをして，一般講演

を陰で支えてくれました．そして，学生スタッフの

派遣に協力いただいた，名城大学の小川先生，名古

屋大学の片山先生，岐阜大学の鎌部先生，名古屋工

業大学の内匠先生，また，学生スタッフを取りまと

められた名城大学の宇佐見先生に，この場を借りて

心からお礼申し上げます．

��日の夜には，パラレルに �つのワークショップ

を開催しました．

・「I��の理論とその応用」

　 オーガナイザ：河野隆二先生

・「�-'&&�& -��#� ��'( 2#�?(�)* �& �#!% �"#',

%-!」 オーガナイザ：松嶋敏泰先生

・「センサーネットワーク」

　 オーガナイザ：山里敬也先生

ワークショップには一部立ち見が出るほどの盛況

ぶり．先生方の人気が反映されてのことでしょう．

夕食後に開催されるワークショップは，くつろいだ

雰囲気が心地良く，こちらで準備したビールやおつ

まみも良く売れ，二次会，三次会を兼ねたミニ・ワー

クショップが，あちらこちらで開催されたと聞き及

んでいます．

��日に開催された特別講演会には ����年 �月 ��

日から開催される「愛・地球博」の財団法人 ����年

日本国際博覧会協会 川瀬洋一様を講師にお招きし，

「����年国際博覧会と �」と題して，開催前の貴重

な裏話や見所などについてお話いただきました．

同日の夜に開催された懇親会には，���名の方に

参加いただきました．懇親会に先立って，��� 名

誉会員になられた古賀利郎先生と，����年 ���奨

励賞に輝いた �名の方の表彰式が執り行われました．

��� 会長の小林欣吾先生から賞状と副賞が手渡さ

れ，受賞の喜びをスピーチいただきました．

表彰式に引き続き開催された恒例の大宴会では，

水明館の在庫も尽きてしまうワインの消費がありま

��



した．もともと温泉地ではあまりワインは出ないた

め，在庫の少なかった事もありますが，予想を大幅

に上回る参加者数に気を良くして，財布の紐を緩め

て，ワインを始めとしてアルコールを質・量ともに

少々奮発させていただきました．お蔭様で参加者の

皆様に対して，いくばくか参加費を還元させていた

だけたのではないかと思っています．

オープニングパーティーから始まり，ワークショッ

プに懇親会と，「良く学び　良く語り，そして　良く

飲み　良く温泉につかった」�������を，参加され

た皆様に楽しく満喫していただけたと思っています．

今回のシンポジウムでは予稿集の ��,./0化に

ついて議論があり，���学会の要請を受けて参加者

の皆様にアンケートをお願いしました．回答いただ

いたアンケートは，実行委員会で集計し，別途 ���

理事会に報告させていただきます．

次回の �������は琉球大学の玉城先生が実行委

員長を務められ，今年の �� 月 �� 日から �� 日に

かけて，山深い下呂温泉から打って変わって美ら海

	ちゅらうみ
 の沖縄で開催されます．冬でも暖かな

沖縄で，皆様とまたお会いすることを楽しみにして

います．

末筆になりますが，�������開催にあたり，ご協

力およびご尽力を賜りました方々に，厚くお礼申し

上げます．また，�������を成功へと導く事がで

きましたのも，シンポジウム参加者および会員の皆

様のご理解とご支援の賜物と，実行委員会を代表し

て心よりお礼申し上げます．

最後に �������開催のために，ボランティアで

実行委員およびプログラム委員として活動された

方々を紹介させていただき，報告とさせていただき

ます．

【�������実行委員会】

実行委員長 平田康夫 	����研究所


委員 	プログラム委員長
 小川明 	名城大学


委員 	出版
 鴻巣敏之 	大阪電気通信大学


委員 	登録
 酒澤茂之 	����研究所


委員 	会場
 山里敬也 	名古屋大学


委員 	広報・渉外
 桑門秀典 	神戸大学


委員 	会計
 地主創 	青山学院大学


委員 	総務
 大橋正良 	����研究所


委員 	総務・出版補佐
 本庄勝 	����研究所


委員 	総務・会計補佐
 望月ちず子 	����研究所


【�������プログラム委員会】

委員長 小川明 	名城大学


委員 田島正登 	富山大学


委員 内匠逸 	名古屋工業大学


委員 井原俊輔 	名古屋大学


委員 山里敬也 	名古屋大学


委員 武田仁己 	防衛庁


委員 後藤正幸 	武蔵工業大学


委員 井坂元彦 	関西学院大学


委員 川端勉 	電気通信大学


委員 山口和彦 	電気通信大学


蛇足ですが，参加者の皆さんが研究成果の発表や

聴講に集中されておられるのを尻目に，さりげなく

会場を抜け出して描いたスケッチを添付し，開催報

告の締めとさせていただきます．ご参加，ご協力，ご

支援ありがとうございました．

「水明館の部屋からの眺め」

「下呂温泉合掌村にて」

��



　

第 	回アジア・ヨーロッパ情報理論ワークショップ ����	
開催・参加報告

森田啓義 	電気通信大学


森田啓義 	電気通信大学


第 �回アジア・ヨーロッパ情報理論ワークショッ

プが ����年 �� 月 �日から �日にかけて，イタリア

のヴィアレッジョで開催された．ヴィアレッジョは

イタリア・トスカーナ州北部，ピサ空港から北に ��

キロほどの所に位置した閑静なリゾート地である．

地中海に面したその地は，����年に開催された前

ワークショップ 	����
の開催地，鴨川を思わず彷

彿とさせる浜辺が延々と広がり，夏の名残りの日差

しの中，のんびりと砂の上の散歩を愉しむ地元の観

光客が多く見受けられ，主催者の A�&�6教授がヴィ

アレッジョを開催場所に選んだ理由が分かるような

気がした．

講演件数は ��件，そのうち日本からの発表は ��

件あった��� 情報源符号化，情報セキュリティ，通信

理論，ネットワーク，符号理論，基礎理論などの幅広

い分野に股がる最新の研究成果が報告された．とく

に，個人的には，*'((�*エントロピーや，情報源符

号の同期特性，誤りを考慮にいれた情報源符号，多

端子情報理論のネットワークや情報セキュリティへ

の応用など，新しい重要な話題とその動向に興味が

惹かれた．詳しい内容については予稿集を参照され

たい���

本ワークショップの特色は，もちろん研究成果の

インパクトはさることながら，基本的な成果を明解

に分かりやすく発表することに重きをおいている点

にある．その意味では，自分の発表は棚に上げると

して，どれも工夫が凝らされ，よく準備されていた

ように思う．とくに今回の主役である <'�6 ��(+博

士や �& -�&! �%-#�)�3�*博士ら大先輩たちの分か

りやすい発表の仕方には学ぶべき点が多かった．

一方，ワークショップはもともと物作りの作業場

の意味だから，発表だけではなく，研究者同士のディ

スカッションの中から新しい共同研究が始まる場と

しても重要である．その意味においても，このワー

クショップに今後も参加していきたいが，共同研究と

いうことでは，今回，つぎのような出来事があった．

ワークショップ初日に，法政大学の西島利向先生

が .��3,��(�)�&符号の重み分布に関する一つの予

想について発表を行った．この予想は，国内研究者

の間ではすでに注目が高まっていた大変美しい公式

に関わる未解決問題であった．ところが，翌日の最

後のセッションの終わりに，参加者の一人であるオ

ランダ・フィリップス研究所の � '& �'""�& 博士

が，西島予想を完全な形で解いたことを報告したの

である．

この件に関しては，会場だけでなく，パルマや，そ

の後日本にまで，あわやピサの斜塔が倒れかねない

ほどの大きな反響を色々な意味で巻き起こしたよう

だ．しかし，�'""�&博士が報告の際に聴衆を前にし

て述べたように，今回の問題解決という研究成果は，

ベネルックス・ジャパン・ワークショップの頃から

も含めて，このワークショップから生まれた最初の

共同研究であることには相違なく，これを機会に研

究交流が一層深まれば喜ばしいかぎりである．

�� ��������������	
������	������������������������
������������������������
���


�� 問合せ先� /�� 3��.�� 0���� ����������	
������	���������

��



考え方も文化もまるっきり違う研究者同士が成果

をまとめるという作業は容易いことではないと想像

して余りあるが，聞くところによると，作業は両者

の間で着々と進められているそうで，その完成が待

たれる．

閑話休題．ソーシャルプログラムでは，バンケット

でのバンド演奏を大いに楽しませて頂いた．A�&�6

教授のアコーディオンを中心に，芸達者な参加者に

よるサックス，フルート，ヴァイオリンの演奏が加

わり，ベルカント唱法の歌声も飛び出して，総勢 ��

名のワークショップ参加者 	日本から ��名
は，は

じめて参加した人も，常連の人も，気がおけない研

究者仲間同士，すぐに打ち解けあった．翌日の午後

はワークショップ終了後，隣町のルッカのヴィラを

見学したり，有名なヴィンサント・ワインを試飲し

たり，ほんの束の間であったけれども「トスカーナ

の秋」を満喫することができた．翌日の朝，われわ

れは，新たな気持ちで ����の開催されるパルマへ

と向かった．

���	年度第 �回理事会報告

情報理論とその応用学会

����年度第 �回理事会

����年 ��月 ��日 	火
 ��@��,��@��

於　下呂温泉水明館　石橋の間

議事

�� ����年度第 �回理事会議事録確認

�� ����年度通常総会について

�� ����年度会計監査報告

�� �������会計監査報告

�� ����年度事業中間報告および ����年度事業

計画

�� ��������開催報告

�� �������開催中間報告

�� ���� ='4'��� ����� '&3 ��� <��& ��&+�#,

�&�� �& �&+�#)' ��& -��#!の開催および準

備状況

�� �������開催計画

��� ��������開催および準備状況

��� ���� 年度ニューズレター発行状況および

����年度発行計画

��� ����年度収支中間報告および ����年度収支

予算案

��� 第 �回シャノン理論ワークショップ 	����


会計監査報告

��� 符号化と力学系ワークッショプ 	������


会計報告

��� 8�2�;ターボ符号ワークショップ 	8���


��� 学会のあり方について

��� 会則の改定について

��� 細則の改定について

��� ����年度役員候補について

��� 入退会者について

��� その他

��



���	年度通常総会報告

情報理論とその応用学会

����年度通常総会

����年 ��月 ��日 	木
 ��@��,��@��

於　下呂温泉水明館　緑風の間

議事

�� ����年度事業報告

�� ����年度収支決算報告・監査報告

�� �������決算報告・監査報告

�� ����年度事業中間報告

�� ����年度収支中間報告

�� ��������開催報告

�� �������開催中間報告

�� ����年度事業計画

�� ����年度予算案

��� �������開催計画

��� ��������開催計画

��� ����年度 役員選挙

��� 会則の改定について

��� 新たな名誉会員の推薦について

��� 細則の変更について

��� その他

国際会議のお知らせ

以下のご案内する内容につきましては，変更になっ

ている場合もありますので，ご自身でのご確認をお

願い致します．最新情報は以下のサイトなどをご覧

下さい．

���� ��&+�#�&����'#�-

�����������������	
���	��
������
����

�������� ���	

日時 ���� 年 �� 月 ��日J�� 月 ��日

場所 �'*-�&" �&� �� I��

I.8 未定

締切 未定


���� ���	

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 �� 日

場所 �&�-�#'"�� �� I��

I.8 未定

締切 未定

�������� ����

日時 ���� 年 �� 月 ��日J�� 月 �日

場所 �'& 9#'&��*��� �� I��

I.8 未定

締切 未定


�
�� ����

日時 ���� 年 �� 月 ��日J�� 月 �日

場所 �/��� ���$(� ��#�'

I.8 未定

締切 未定

��� ���������

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 ��日

場所 0�& #�'(� �'&'3'

I.8 未定

締切 未定


�� ����

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 ��日

場所 �* '&?$(� $#6�!

I.8 �������������������	
��

締切 ���� 年 � 月 ��日


�
� ����

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 �� 日

場所 ��'  (�� �� I��

I.8 ��������������������	
��

締切 未定

��



��� �����������

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 �� 日

場所 0�(?�$#&�� �$* #'(�'

I.8 ��������������������
���	
��

締切 ���� 年 � 月 � 日


���� ����

日時 ���� 年 � 月 �� 日J� 月 �� 日

場所 �'#��(�&'� �%'�&

I.8 ������������������	�	��	
�������

締切 ���� 年 � 月 � 日


��� ����� �� ����� ���� � !������ ����� 

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 � 日

場所 0$&��-� :�#)'&!

I.8 �������������
�	������
�������
�

締切 ���� 年 �� 月 �� 日


����"#��

日時 ���� 年 � 月 �� 日J� 月 �� 日

場所 �$(�$*�� 9#'&��

I.8 未定

締切 未定

�������� ���$

日時 ���� 年 �� 月 �� 日J�� 月 � 日

場所 � �8�$�*� 0/ I��

I.8 ������������������	���	��	
�������

締切 ���� 年 � 月 � 日

�%��� ���$

日時 ���� 年 �� 月 �� 日J�� 月 �� 日

場所 0�(?�$#&�� �$* #'(�'

I.8 ��������������	�����	
��

締切 ���� 年 � 月 � 日

�
&�� ���$

日時 ���� 年 �� 月 ��日J�� 月 ��日

場所 � ('& �� �� !� �< I��

I.8 ���������������	��	
�������

締切 ���� 年 � 月 �� 日

��� ���$�����

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 ��日

場所 �'(('*� � I��

I.8 �������������������	
��

締切 ���� 年 � 月 ��日

"
�!� ���$

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 ��日

場所 ��#(�&� :�#)'&!

I.8 ��������������
���������

�	��
���� ����� �!�����

締切 ���� 年 � 月 ��日


�
� ���$

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 � 日

場所 �3�('�3�� �$* #'(�'

I.8 ��������������������	
��

締切 ���� 年 � 月 ��日


�' ���$

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 � 日

場所 .� �#$&'� ��4 K�'('&3

I.8 �����������������"�������#���������

締切 ���� 年 � 月 ��日

�'
� ���$

日時 ���� 年 � 月 � 日J� 月 � 日

場所 0�& #�'(� �'&'3'

I.8 �����������������������������������

締切 ���� 年 � 月 �� 日

��� ���$�������

日時 ���� 年 � 月 �� 日J� 月 � 日

場所 � ��6-�()� �4�3�&

I.8 ��������������������
���	
��

締切 ���� 年 �� 月 � 日

(
�����$

日時 ���� 年 � 月 �� 日J � 月 �� 日

場所 ='4'��� =� I��

I.8 �����������������	
������$�%��

締切 ���� 年 � 月 � 日


�� ���$

日時 ���� 年 � 月 ��日J� 月 ��日

場所 ���$(� ��#�'

I.8 �����������������	
��������������

締切 ���� 年 � 月 � 日

��



博士論文要旨募集

� 月末に発行予定のニューズレター ����� では，

本学会に関係する分野で生まれた博士論文の紹介を

予定しています．学位を最近取得された方からの博

士論文要旨の投稿をお待ちしていますので，以下の

要領により奮って投稿して下さい．

投稿原稿� 大学に提出する要旨の書き方が基本で

す．昨年のニューズレター �����の博士論文

特集号を参考にして下さい．

�����������������
�&��&���������'�����

からダウンロードできます．

原稿形式� できるだけ 8��� のソースファイルが

望ましいですが，その他の形式でも受け付け

ます．

投稿締切� �月 ��日 	火


投稿先� ��������(��)������
�&�

ご不明な点は巻末の編集理事・幹事にお尋ね下

さい．

ニューズレター原稿募集

ニューズレター編集担当では，会員の皆様からの

原稿をお待ちしております．研究会やワークショッ

プなどの �'(( +�# %'%�#* や国際会議などの参加報

告，会員の声など，気軽に投稿して下さい．

今年は，あと � 回のニューズレターの発行を予

定しております．原稿の締切は，�� �� �� 月末です

が，随時投稿を受け付けており，原稿を頂いた時点

での最近号に掲載する予定です．原稿は，できるだ

け 8���のソースファイルが望ましいですが，その

他の形式でも受け付けます．写真などの掲載も歓迎

します．詳細は，巻末の編集理事・幹事にお尋ね下

さい．

編集後記

本号から編集担当メンバーが交代致しました．

ニューズレターの定期的な発行を目指して今年 �年

間担当させて頂きますので，会員の皆様のご協力を

よろしくお願い申し上げます．

さて，本号では新しい試みとして，���奨励賞を

受賞された方々のご挨拶，ならびに，原稿をご執筆

頂いた方々の写真を掲載させて頂きましたが，如何

でしたでしょうか？これからも積極的に新しい企画

を取り入れて行きたいと思っておりますので，会員

の皆様からもアイデアをお寄せ頂きますようよろし

くお願い申し上げます．

最後に，お忙しいところ原稿の執筆を快くお引き

受け下さいました皆様に心より御礼申し上げます．

　　 	常盤


��



編集担当者

常盤欣一朗 )編集理事*

〒 ���,���� 大阪府大東市中垣内 �,�,�

大阪産業大学工学部電気電子工学科

�(� ���,���,���� 	内線 ����


9'B� ���,���,���� 	学科事務室


�,)'�(@ �	"���)�����	��"�����������&�

鴻巣敏之 )編集幹事*

〒 ���,���� 大阪府寝屋川市初町 ��,�

大阪電気通信大学総合情報学部情報工学科

�(� ���,���,���� 	内線 ����


9'B� ���,���,����

�,)'�(@ "	�	��)"��	��"������&�

田島正登 )編集理事*

〒 ���,����富山県富山市五福 ����

富山大学工学部知能情報工学科

�(� ���,���,����

9'B� ���,���,����

�,)'�(@ ��&���)�����	(���������&�

中澤真 )編集幹事*

〒 ���,����福島県会津若松市一箕町八幡門田 �,�

会津大学短期学部産業情報学科

�(� ����,��,����

9'B� ����,��,����

�,)'�(@ �"�#���)&������#�����&�

情報理論とその応用学会事務局

〒���,����東京都小金井市梶野町 �,�,�

法政大学情報科学部ディジタルメディア学科内 西島利尚 気付

�(� ���,���,����	直通


9'B� ���,���,����

�,)'�(@ �����	�����)������
�&�

I.8@ �����������������
�&��

��
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